
東大教養樽集

物 性､理 論 グ ル ー プ

さきに述べましたように1物性理論を研究 しているスタップは 9名い ますO

多少の派閥t?)_はありますが.これをさらにいくつかの研究室に分けること,はで

きません｡全員が金羅 臼の午後一に集 まってコロキウムを行います｡論文の論策,

自分の任事由説明のほかにl実験家を招いて話を衛いた り,他からお客様を呼

_んで話をして頂 くこともあります｡ここで取 り上げられた問題に有志がとり凝

んで仕事になる場合もあります｡従って共同で研究するときの人の題み合わせ

はさまざまですO部屋は今のところ散 り散 りばらばらで腐って1､°ます｡大学院

学生 10人は大洗塵 を二つに仕切ったところにつめこまれていて,いろいろ文

句もありそうなので,別に⊥っ原稿を書いてもらうことにしました｡

先ず金沢秀夫教授は人 も知る多体問題の専門家で､歯 の回転の速い秀才 とし

ても.酒豪としても有名です｡江戸っ子で､海外へ行 くのが嫌いとの ことで､

一番遠い出張先は沖縄ですoPines が来たときにもァメ7)カへ釆ないかとすすあ

て早ましたが購 )でし払 最近数年問の研究のテ-了は固体における多体問題で､具ヽ

体的には固体のプラズマ振動､ミ･､固体の光学的性質､固体中のコンプ トン散乱､

固体中の陽電子消滅､格子振動の非調和性などの商です｡.後に出てくる実験研究

室や研究に対して､理論的な面か各港導的な役割を果たしておられ ます｡水野

章夫氏や,司在カナダ出張中の松平升氏が有力な協力 メンバーで､大村龍弘氏

(事大に就職)､改周野彰署 (D･G)､石川事志君 (D ･G)等が羊の方面

を勉強しています｡

植田精三氏はかつてこ体グリーン関数を用いて電子ガスの二体分布関数の数

値計算を行われ ましたが (PineB の本に引用されています)､亀在の関心 は

不可逆現象の量子統計力学を液体fii やHeI工に適用して非平衡凍簡ににおけ

る＼その性質を解明するこ･とにあるそ うです○液体He3におけるスtf,エヲーの半
古典的考察が.量子蹄計力学で正しく導出されることを示し (チ.Phys.Soc.

Japan 20 (′65) 699)一目下はHeⅡ の 中におけるイす才の運動とそれに伴

うQuanti苧edvoZ･texringの現象を考究中です｡

伊夏山嘩夫氏は.従来から固体内多体問題､とくに金属強磁性に興味を もち

itinerant elecもronsにおけるスピン故の問題.実際の遷移金属で中性子
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回折にかかっているスピン波の解析をやってみたいと,協力者 (兵隊 ?)を凍

しているそうです｡現在手がけているのは相転移の問題で､Landauの現象論

で具合がわるいのは御 近 くでオーダーパ ラメータ 符のゆ らぎが大きいのに

Iillearの電鋳で扱っでいるためであろうと考え.nonlinearな項を正 しく

とり入れればさまざまな特異性は皆解明できるであろうという見通しだそうで

すO自由エネルギーをF‖ qql:T)とす ると･ 符 の フー リエ 成 分 が nq q-q

-Ⅹq のようにまとまって現れるとき

rl)
PF〔(Ⅹ‡:T〕-∑Sxp+ ∑r品 xpxq+∑TpqrXpXqXr十 ･･･

とし,{

=- こcn /eTβFHd㌔ ■

がわかればsuBCePもibiユityzq-くⅩq>-∂I/∂Pqが求められますから､
問題はIの計算ですo linkedcluBter展開をすると計算に便利ですが.

mosも divergenも.な項をどう集めればよいか等を現在考究中ということですO

本田直文民は. 従来高温プラズマの輸送､塵和係数の計算が主要テーマでし

たQ在来の方法でおこる対数的発散の困難をさけるため.統計力学の第-原理

から出発して相互作用の二体的側面と集団的側面を同時に始めから取り入れて

進むというアプローチを試みました (J.Phys.Soc.Japan 19 (J64)

1935,1201,21(166) 1189)｡ 今度は非線型琴象にとり組みたいというこ

とで､/日下具体的問題を物色中の由｡

水野幸夫氏は､昔は分子の計算､密度行列等で知 られていましたお,駒場へ

移ってか らは､あらゆる分野にわたって読みの深い助雷を与えたり.大学院の

学生にテーマを与えて研究を進めさせたりして､このグループに欠 くこと･.ので

きない存在になっています.現在.D.0.の石川署と8-d相互作用の問題をや

っていますが.陽電子消滅 (金沢 ･披田野氏と共著 ;ProgreBS34 (165)

875), コンプ トン散乱 (大村氏と共著､投稿準備中)等が最近の仕事です｡

筆者と共著のNioのスピン依存赤外吸収に対するメカニズム (鞄ys.kondens.

泡 もer.2 (1964) 166,FhyS.Leもters13 (1964)8)もアイディアは ′
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水野氏のもの〔です去

中山正敏氏は基礎科学科にいると胃が悪 くなるので最近物理学教室の方へ移

りましたO半導体の方面の新進気鋭ですが,その他のことでも相当名が知れて

いる筈です｡最近の成果をあげますと

Shi皿izu 良 Na瓦坤 凪 :Spin-La七もioeRelaxもionofShallow Acoe-

pもorsin StrainedSilicon :I.fhyB.Soe.Jap皿 18 (1963)=~~..__

1844,19 (1964) 王&之9.

M.Nakayama :丑ffecもSOfHomogeneousDeformation onBan声

Sもr一ユCもureofSemエーLCQndu/ctorB :I.phys.Soc.Japan 20

-(ユ965)56.

Hensel, 壬hsegam & Nak野a皿a ニC!ycユOもTOn鞄sonancein

tb与axiallyStress-etaSiLiGOn 工Ip苧hys.Rev.Il38 (1965j

A225.

小野周教授は統計力学 ;非可逆過程理論の専門家 として有名ですが､その他

に物理学会や物研連でも大活躍をされ､近頃は東大の大型計算機センターの牡

話役として奔走しておられます｡/このため､この記事のデータを捷供して頂 く

境がありませんでしたので,最近の論文を列挙してこれに代えることにします｡

S.One&T.Shizqzne :StaもiBticaユMechaniosofでranBPOrtI

Phenonena in各as_esaも独 deraもeDensiもiesl-こJ･･′Pby甲･Soc･

Japan 18 (1963) 29.

S.one :.ANo宅eon the工)erivaもion(うfもhe_Gene工aエムzedーBolもZim往nn

Equaもion :J.Pbys.Soc･J年pan 19 (1964) 1355･

S.αle:Linear鮎BPOnSe もoTherⅢalDisturbancesend--the

TransporもCoefficientsofDenseGases:Proceedingsof

theZnもemaもional Symposiup10n SねもisticalMechani.cs.andL■

ThemodynamicB , Aachen, Jule 1964,North-flollandPublish.

Co.AⅡ痔もerdam● ＼

-145-



東大教養特集

最後に自分 (小出昭一郎)このことを省くわけにもゆきませんかう書きます.

やたらと雑用 (たとえばこの特集号 !)を引き受ける性格がわざわいして.節

究の能率はさっぱり上がや ません｡ 1962-64 年の 2年間ジュネーブ大学へ行
) JI_I_l

き.ベルから帰国者任した叫 Peもer教授のお相手をして､希土額合金のS-ど
tJ

相互作用の問題に取り組 まされました｡configurationmixing の尭量的

計算を企てて晦 七Bpnに数値計算をしてもらったり (P.A.139I(1965)二..｣~~_

A167),大学院のG･iov即lnini君にスピン演算子のダリJン関数を定式化して

もらって金属内の磁気的不純物のESR に適用したり Progr.Theor.

RlyS.34 (1965) 705,Phy.Bev. inpress)したのがその間の主な仕 '■iiiこ:≡

事です｡分子内のlong;eulge子音相互作用の符号?問題にもちょっと手を
出しました LJ.Ghen;Phys.41 (1964) 315). 現在 8-事ftreulBfer

の帯磁率その他への影響を大学院の峯暗君に詞ぺてもらっています｡

なお原子核の方に多体問題を業とする岩本文明氏とい うやかましい人がいて､

物性のコロキウムにも出て大学院学生をしごきます｡最近その有能ぶりを発揮

し､素粒子大学院の生井沢君といっしょに固体Heのcohe畠iveenergy の

計算を遂行しました｡ この物性研究の最近号に出たはずですが､英文のものも

間もなく発零される予定です｡ (小出昭一郎 ･記)

-146-.

tt

-■r


